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			*****

			境智冥合の教え

			　手塚寛道法話集

			　平成四年十月二十五日

			*****

			　天台大師は、釈迦仏入滅後の像法二千年の中末頃に、中国に出世して、法華経を、文句、玄義、止観の三大部にまとめて、解釈され、末法時代の真実の教えの方向を指さされました。

			　その中でも、最も極説とされているのが、摩訶止観であります。この摩訶止観に、また、これは、うら盆会の「一言によって一現に達す」の中でも少しお話をしましたが、三種止観とは、漸次止観、不定止観、円頓止観の三つであります。　それは、機根の上・中・下により、三つの教えに分け、三つの譬えを引いて説かれたものであります。漸次止観は、初めは浅く、階段のようなものです。不定止観は前後入り乱れ、ダイヤモンドの宝石を太陽に照らすようなものです。円頓止観は、始めも終わりも不二であり、飛行機で空に飛び上がるようなものであります。

			　この三つの止観の内、円頓止観が大師の最も重要な法門であるとされていて、その内容は、大師自身が法華経を中心として、仏道を修行された実践修行の内容を説明したものであり、「説己身中所行の法門」と言われています。この修行の内容は凡そ十種に分かれています。その十種の第一番目の陰・入・界（陰・界・入とも言う）という部分が全体を総括するものであり、中心でもあります。

			　この陰・入・界とは、五陰、十二入、十八界の略称であります。

			　その中の五陰とは、色と受と想と行と識の五つであります。以上を陰・入・界の三科といいますが、この内の五陰を知れば、他の二つは自然に明らかになります。

			　さらに、この五陰も要約すれば、色心の二法となります。この色心の二法も華厳経で「心は工（たくみ）なる絵師の如く、種々の五陰を画く―現象世界の地球上も、地球の外も、一切の世間のものは、心より造られていないものはない」と説いているように、すべての現象世界で起きている事象の、様々の原因は全て、心から出発しているのであります。

			　それで、修行をして悟りの道に入りたいと思えば、修行第一番の出発点は、一切の現象が起こってくる根本である、心法以外にはないということになります。そこで、他の十二入と十八界の二つの対境を元としないで、五陰を中心として選択（えらぶ）するのであります。しかも、さらに、その中の識陰を最も根本の対境とすることになります。

			　以上によって、全ての仏道修行の根本は陰入境を対象とするということであり、こうして、陰入境の中の五陰の識陰を対境とすることが、明らかになりました。しかし、同じ識陰といいましても、この色陰を大きく分けますと、六種類となるのであります。この六種類の中で、眼識、耳識、鼻識、舌識、身識は善行にも悪行にも反応するし、六意識は、善ともなり悪ともなり、どちらにも反応しないという様々の特質があります。こうして、修行の最も対境となるものは、善行にも悪行にも反応しない五識と、それらを統括する五つの意識と第六の意識ということになります。

			　しかし、この問題は、後世、趙宋天台という時代になって、四明尊者一派の山家（さんげ）派と源清洪敏（げんせいきょうびん）などの一派（山外さんがい）との間に観境となるものは、真心（山外派）か、妄心（山家派）かという議論が起こることになります。

			　つまり、この問題は、やがて修行の対境となる心は、真心か妄心（四明一派の主張）かということになるのであります。それが、槌（つち）と砧（きぬた）と朴（ぼく―木の皮）の譬えであります。私どもが、眼の前の陰妄の一念を対象として、一心三観という修行をし、空・仮、中、三諦円満の理を悟って、智慧をもって、不可思議の妙諦を照らす時、槌と砧と淳朴の間に、二重の関係が成り立つというのであります。つまり、槌（つち）と砧（きぬた）は砿物の淳朴に対しては迷いとなり、砿物は悟りになるという一重の関係がなりたつが、次に槌と砧と相対すれば、槌は悟り、砧は迷いとなるという関係があり、二重の関係が成り立つと言うのであります。

			　ここで、人間の構造について、仏数的立場から少し見ることにしましょう。元々、人間の体は眼根と耳根と鼻根と舌根と身根と意根の六根と、その各々を連絡する眼識と耳識と鼻識と舌識と身識の六識、合計十二の要素をもって組識されていると見られ、これを十二入といいます。

			　更にこれ等に夫々対応する客観世界を、色と声と香と味と触と法の六つと見て、これを六塵とか六識とか六境とか名づけるのでありますが、これ等全部は合計十八の数を数えることができるので、十八界と名づけるのであります。

			　この内、十二入は主観的立場であり、六塵又は六境は客観的世界と見られます。

			　しかも、これ等の十二入を構成する、より基本的な単位を仏教では、色・受・想・行・識の五つから組識されているものと見て、五陰というのであります。

			　この五陰がまとまって一個の細胞のような状態となり、これが数多くまとまって、次第に眼識や眼根を組識し、鼻識や鼻根を組識していると見るのであります。五陰も十二入も良く調べて見れば解るように、それはより心的な状態から、より物質的、肉体的状態に配列されていることがわかるでしょう。

			　まず五陰ですが、五陰の中の色は最も物質的、肉体的であり、ついで受、想、行、識の順となり、識とは全く心的状態であります。

			　つまり私共の五官には感覚することのできない状態であります。

			　十二入の方も同様で、眼根・耳根・鼻根・舌根・身根等は物質的、肉体的状態ですが、意根というものは全く心的状態であります。

			　更に眼識、耳識、鼻識、舌識、身識等はまだ物質的、肉体的とも見られますが、第六意識は全く心的状態で五官に感覚することのできない状態であります。

			　更に十八界に属する客観的世界ともいうべき、六塵の境についても、色・声・香・味・触等は、より物質的、肉体的とも見られるものですが、第六の法は全く心的、抽象的、形而上の世界であります。

			　つまり、人間を構成する十二入は、より心的な状態から、より物質的な状態に配列されていることがわかります。それはたとえて見れば、色のスペクトルの配列のようなものであるとも言えましょう。

			　仏教では、これらによって組識されている十八界全体をもって人間と見るのであります。

			　譬えば、空気を人間の一部と考えれなければ、人間は存在しないと言うが如くであります。この点は現代科学や諸分科学の思想と仏教の世界観と大いに異なるところであります。

			　十二入の内、六識は元来五官では感覚できにくい心的状態が大部分でありますが、意識の奥ともいうべき所に五官でも感覚できる部分があります。

			　この部分を表色といって、心的状態でありながら、いわば、精神的部分でありながら、半物質ともいうべき所があります。

			　この部分と共に七界半を心法と名づけるのであります。

			※1→（以下、初版を大幅に修正加筆削除）

			◇「成仏の時の肝心要〔かなめ〕の部分の図（二十四頁参照）」

			　次に、六根と六塵のうち、眼根・耳根・鼻根・舌根・身根の五根と、色塵・声塵・香塵・味塵・触塵の五塵（境）の十界は、物質的、肉体的に感覚するすることのできる状態でありますが、意根（図の真ん中の下）の奥、六塵の最後の法の奧ともいうべき部分は、物質的、肉体的状態にもかかわらず、五官に感覚することの出来ない所の部分であります。

			　この部分を加えて十界半を色法というのであります。つまり、人間は七界半の心法の部分と、十界半の色法の部分により組識され、十八界の組識体を造っているのであります。

			　このように、心的状態でありながら、すなわち、精神的状態でありながら、半物質ともいうべき、より物質的状態の半分（表色）と、一方、物質的、肉体的状態でありながら、眼に見えたり、耳に感覚することの出来ない半分（無表色）の部分をもって、お互いに一つの体となって連絡して、全体の十八界の一個を型成しているのであります。←※1

			※2→（以下、少々修正）

			　中諦の部分は、物質的、肉体的部分でありながら、感覚することの出来ない部分（無表色）と、より心的、抽象的、形而上の状態でありながら、半物質的感覚のする所のできる部分（表色）とによって連絡されている部分なのであります。

			　人間と世界との関係において、この部分が最も大切な部分であり、この中諦を中心として、眼識・耳識・鼻識・舌識・身識・意識（右側）と意根（真ん中）の七界の空諦が配列され、その反対側には眼根・耳根・鼻根・舌根・身根・意根（真ん中）の仮諦が連絡しているのであります。この中諦を中心として、仮諦と空諦が、“即”の姿で連絡している状態を、一念三千と名付けるのであります。

			　この中諦の部分の奥深く内在する智恵ともいうべきものを、古来概括的に、六識陰妄心とか、また九識心王真如の都とかいわれて、天台大師の止観も、この六識陰妄心を対境として、その奥の仏性を開発せられたことが、止観の第六等に説かれていますし、日本の中古天台時代には、色心合掌の妙法というように説かれているのであります。

			　富士門流の先師方も、心血をそそいでこれ等の法門を筆録されているのであります。表色と無表色をもって一個を組識する部分が即ち一念と名付けるものであります。

			Ｉ譬えば、心法七界半の内の半の部分は、南無妙法蓮華経と唱える声のようなものであり、この声は人の心が、耳に感覚できる半物質となった部分であり、無表色の半分とは、南無妙法蓮華経と唱えるのは舌根の働きという肉体的部分が音声となって、また音声が他の耳に触れて、他人がその意味を理解出来るようなものであります。この題目が経本の表に印刷されたり、塔婆に書かれるのは、心的内容がそのまま紙や木の上に色彩化し、物質化して定着したものと見ることが出来るでしょう。この部分は色心一如であります。

			　これはより基本的状態ですが、このような組識が時間的にでもなく、空間的にでもなく、並列でもなく、別々にでもない状態に存在するのを相即と名付けるものと思われます。

			　このような客観的世界と人間との相互状態の根源を一心と言い、この一心に三千の様相が具足する境涯を、久遠元初に悟られた人格的仏を、自受用無作の三身といわれたものでありましょう。←※2

			　仏の主観的主体性のある人格的一念心の識が、菩提心という種火を点火して、客観的世界ともみられる人間の最も肉体的部分の全体（八万法蔵とも称せられる宇宙三千の対境）を領知する作用ともいえましょう。

			　しかも、この主観的一念心（識）には、点火していない時と、点火し続ける時と、点火し終わった時という四運心（止観参照）にかけて見ると、必ず空と仮と中という三種の諦（原理）を備えているし、客観三千の対境にも同じように三種の諦を備えているとみられるのであります。

			　天台ではこの主観的一念の心識となる仏への修行の、智の三本質を一心三観と名付け、客観の対境である本来からある天然の三本質を、智の一念の識の三本質によって照写することを重ねることによって、次第に天然の性徳の理に合致する智がみがかれて、遂に対境と智は一体となるとみるのであります。

			　行者の一念がこのような状態となれば、もとの煩悩と業と苦に包まれた六識陰妄心は、もとの煩悩徳相である法身（仏証得の心理）・般若（心理を悟る智徳）・解脱（法身と般若の二徳が一如となり、生死の苦界から脱脚した状態）の、三徳と変化すると見るのであります。

			　この三徳を具足した仏を久遠元初の仏といい、自受用無作の三身というのです。

			　ここで、はじめの天台大師の教えに戻りますと、天台大師の教えは六祖妙楽大師によって、より末法の時代の衆生の信心に、最も、適応した教えとして解釈され、それはやがて道邃、行満の二師に伝えられ、やがて唐の貞元二十年（西紀八○四年）六月楊州天台山修褝寺極楽浄土院の西厠の部屋で、渡唐した伝教大師に伝えられ、以後、五代を経て、中古天台時代の源を始めたと言われる、恵檀両流に伝承されたのであります。

			　その中の重要相伝書の一つ、天台灌頂玄旨血脈の要点を相伝したものが、一心三観血脈秘伝抄であります。

			　さて、ここで、今までお話をしました趙宋天台から、日本天台に伝承されたところの、真心観か妄心観かという論争と、人間の心の深層の迷いの心を中心とするか、覚りの心を中心としで、信仰を確立するかという問題点と、人間の精神と肉体との構造という多くの問題を、結論的にまとめますと、次のような五陰の覚体の図と迷体の図のようになります。

			*****

			五陰覚体迷体の図

			*****

			　結論

			　つまり、五陰の迷体は、外側の妄心の色・受・想・行・識であり、五陰の覚体は、内側の真心の色・受・想・行・識であります。

			　槌と砧の淳朴の譬に当てはめれば、槌は外側の迷心、淳朴「鉄台」は、真（仏心）、外円と内円の中間は砧となります。

			　先日、お盆の時の「この一言」は、外側の色・受・想・行・識、「一現に達す」は淳朴であり、日蓮大聖人の境智冥合の教えでは、境は内側の円周である、色・受・想・行・識であり、智は、外側の円周である、色・受・想・行・識、この識は妙心の城ということになり、淳朴は日蓮大聖人の妙法の御本尊に当たります。

			　即ち、妙法の御本尊に向かって、助行には方便品の長行「唯一仏乗」までを読誦し、並びに寿量品の長行と自我偈を読誦し、正行には、「刹那半偈の成道も吾が家の勝劣修行の南無妙法蓮華経の「一言に」摂尽する題目修行をすることが肝要であります。（当流行事抄末文参照）

			*****

			境智冥合の教え

			平成四年十月二十五日発行

			編集兼発行人　手塚寛道

			発行所　青金社

			東京都東大和市湖畔一ノ九一一ノ一八

			電話

			印刷製本　青金社印刷所

			ワープロ印字　牛本今朝子

			*****

			平成二十八年三月三十一日第二版発行

			編集校正　富士見庵日種

			入力　nanae&erika

			*****

			注

			槌（つち）　かなづち（金槌）鉄槌、木槌（きづち）

			砧（きぬた）　木槌(きづち)で打って布を柔らかくしたり、つやを出したりするのに用いる木や石の台。きぬいた。（デジタル大辞泉より）

			朴（ぼく）ほおの木　この意味わからず。普通は、たたくのは、木綿の布とのことである。あるいは、このほおの木の皮とも言う意味もあり。綿。布か。

			別メモに、三諦円融の図というのがあり。

			　槌（あるいは、杵か）は、妙観、観智。能治

			　砧は、妙境、不思議の境

			　淳朴　陰妄の一念　所治

			　とあり。

			　察するに、淳朴（素材か）をたたいて、悟りを開かせるという意味で、その場合の役割を述べたものか。その異なりは、文中にあり。

			　山家（さんげ）・山外（さんがい）の論争は、山家が、陰妄心をはじめとし、山外が、真心をはじめとする。

			　どちらも、止観にありという。ただし、「始めに、二・六、十二の陰入観より、止観をはじめる」と止観第五にあるので、山家の説を正とするか。

			　山外は、後、衰微したとある。

			*****

			成仏の時の肝心要（かなめ）の部分の図

			　　　（最終ページ）

			*****
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